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約31,000人 が楽しむ 約31,000人 が楽しむ が楽しむ 
第３回あさぎ り夢まつり 第３回あさぎ り夢まつり り夢まつり 

秋空のもと 

晴
天
に
恵
ま
れ
た
10
月
22
・
23
日
、
免
田

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
特
設
会
場
を
中
心
に
、

第
３
回
あ
さ
ぎ
り
夢
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

高
村
公
平
さ
ん
、
高
橋
恵
美
さ
ん
を
司
会

に
、
午
後
４
時
か
ら
始
ま
っ
た
前
夜
祭
は
郷

土
芸
能
の
披
露
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
ダ
ン
ス

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
は
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス

か
ら
フ
ラ
ダ
ン
ス
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の

10
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
日
没
で
冷
え
込
ん
だ

中
、
１
位
の
商
品
券
７
万
円
分
を
か
け
た
熱

い
ダ
ン
ス
に
会
場
は
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

２
日
目
の
本
祭
り
は
御
輿
パ
レ
ー
ド
で
ス

タ
ー
ト
。
会
場
内
で
は
毎
年
恒
例
と
な
っ
た

あ
さ
ぎ
り
千
人
鍋
が
Ｊ
Ａ
女
性
部
に
よ
り
振

る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
各
バ
ザ
ー
や
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
賑

わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気

の
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
響
鬼
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
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秋空のもと 秋空のもと 秋空のもと 

ョ
ー
や
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
清

水
ア
キ
ラ
シ
ョ
ー
で
は
様
々
な
芸
能
人
の
も

の
ま
ね
に
会
場
は
笑
い
の
渦
と
化
し
ま
し
た
。

ま
た
、
免
田
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
夢
ま
つ

り
に
併
せ
た
親
子
お
や
つ
作
り
な
ど
の
健
康

コ
ー
ナ
ー
や
赤
ち
ゃ
ん
の
ハ
イ
ハ
イ
コ
ン
テ

ス
ト
が
行
わ
れ
、
家
族
、
友
人
を
過
ご
す
楽

し
い
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

岡原別府地区「別府太鼓踊り」
あさぎり町無形民俗文化財に指定

夢まつりで披露された岡原北別府地区で継承されている「別府太
鼓踊り」（保存会代表　立石辰夫）。あさぎり町教育委員会は、平成
17年９月30日付けであさぎり町無形民俗文化財に指定し、同保存会
を無形民俗文化財保持団体として認定しました。
この太鼓踊りの由来は明らかでありませんが、古くから継承され

てきた踊りで、熊本県南部に広く分布する臼太鼓踊りの一つです。
一説に源氏に敗れた平氏の残党が、我が身の不運を嘆き、都に帰参
できるよう神に祈って奉納したと伝えられます。兜を被り太鼓を抱
いた姿は勇壮で太鼓と鉦の音は哀調せまるものがあります。

夢まつり
スポット夢まつり
スポット



星
原
岩
夫
（
永
才
）
さ
ん
が
、

地
域
学
校
安
全
指
導
員
と
し
て
熊

本
県
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
学
校
安
全
指
導
員
と
は
、

子
ど
も
た
ち
が
毎
日
安
心
し
て
教

育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
登
下
校

中
の
不
審
者
に
よ
る
犯
罪
や
授
業

中
の
学
校
敷
地
内
へ
の
不
審
者
の

侵
入
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
巡

回
や
地
域
の
方
々
へ
の
防
犯
教
室

等
の
講
師
な
ど
を
し
て
い
た
だ
く

指
導
員
で
す
。

管
内
の
上
小
・
上
中
・
免
田

小
・
免
田
中
・
深
田
小
を
定
期
的

に
巡
回
さ
れ
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

あ
さ
ぎ
り
町
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課
蕁
４
５
―
７
２
２
６

町
内
の
学
校
を
巡
回

し
ま
す

地
域
ぐ
る
み
の
学
校
安
全
体

制
整
備
推
進
事
業
始
ま
る

最
新
の
厨
房
設
備
を
完
備
し
て
来
年
９
月
（
２
学
期
か
ら
）
稼
働
予
定

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
着
工

あ
さ
ぎ
り
町
内
の
一
部
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
に
伴
い
、
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
た
新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
起
工
式
が
、
入
札
結
果
に

基
づ
く
工
事
請
負
契
約
等
の
町
議
会
の
承
認
を
得
て
、
10
月
７
日
（
金
）
く

ま
川
鉄
道
東
免
田
駅
に
隣
接
す
る
町
有
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
骨
造
り
一
部
２
階
建
て
構
造
で
、
１
階
は

フ
ル
ド
ラ
イ
方
式
の
調
理
場
、
事
務
室
、
休
憩
室
。
２
階
は
、
約
50
人
収
容

の
研
修
室
で
調
理
場
の
様
子
が
見
学
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
配
送
車
の
車
庫
、
外
構
工
事
な
ど
が
行
わ
れ
る
予
定
で
来
年
３

月
に
竣
工
。
調
理
能
力
は
約
２
０
０
０
食
で
、
来
年
の
夏
休
み
期
間
を
利
用

し
て
リ
ハ
ー
サ
ル
調
理
な
ど
を
行
い
、
９
月
（
２
学
期
）
か
ら
稼
働
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。



朝
か
ら
快
晴
に
恵
ま
れ
た
10
月
９

日
（
日
）、
あ
さ
ぎ
り
町
体
育
協
会
各

支
部
の
町
民
体
育
祭
が
各
支
部
５
会

場
で
一
斉
に
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

伝
統
の
種
目
や
工
夫
を
凝
ら
し
た
楽

し
い
競
技
種
目
に
ど
の
会
場
で
も
大

き
な
歓
声
が
秋
空
に
響
き
渡
り
ま
し

た
。
各
支
部
と
も
、
快
い
汗
に
健
康

を
喜
ぶ
終
始
賑
や
か
な
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
！

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
！ 

伝
統
の
競
技
に
会
場
沸
く

伝
統
の
競
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会
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沸
く 
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！
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会
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伝
統
の
競
技
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ス
ポ
ー
ツ
の
秋
！

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
！ 

伝
統
の
競
技
に
会
場
沸
く

伝
統
の
競
技
に
会
場
沸
く 

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
！ 

伝
統
の
競
技
に
会
場
沸
く 

各
校
区
体
育
祭
開
催 

２
位
の
岡
原
中
（
女
子
）、

上
中
（
男
子
）
は
県
大
会
へ
出
場

球
磨
人
吉
中
体
連
駅
伝
競
走
大
会

郡
市
内
の
駅
伝
シ
ー
ズ
ン
開
幕
と
な

っ
た
中
体
連
の
駅
伝
大
会
が
10
月
25
日
、

上
中
学
校
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す

る
女
子
５
区
間
12
キ
ロ
、
男
子
６
区
間

20
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
、
沿
道

で
は
大
勢
の
保
護
者
や
生
徒
達
が
声
援

を
送
り
ま
し
た
。

午
前
10
時
30
分
に
ス
タ
ー
ト
し
た
女
子

の
部
で
は
、
先
行
す
る
人
吉
一
中
を
上
中
、

岡
原
中
が
追
う
形
と
な
り
、
終
盤
上
中
を

抜
い
た
岡
原
中
が
二
位
に
入
り
、
優
勝
し

た
人
吉
一
中
と
共
に
県
大
会
出
場
を
手
に

し
ま
し
た
。

午
後
12
時
30
分
に
ス
タ
ー
ト
し
た
男
子

の
部
で
は
、
郡
市
内
屈
指
の
選
手
を
擁
す

る
岡
原
中
、
上
中
、
錦
中
を
中
心
に
レ
ー

ス
が
展
開
さ
れ
、
免
田
中
、
深
田
中
が
追

う
形
と
な
り
ま
し
た
。

最
終
区
で
岡
原
中
に
追
い
つ
い
た
上
中

が
序
盤
か
ら
独
走
し
た
錦
中
に
続
い
て
ゴ

ー
ル
し
、
女
子
の
部
の
岡
原
中
と
共
に
う

れ
し
い
県
大
会
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
11
月
19
日
に
行
わ
れ
た
県
大
会

で
は
上
中
学
校
が
26
位
、
岡
原
中
学
校
は

21
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

【
女
子
】

１
位
　
錦
中
　
２
位
　
岡
原
中
　
３
位
　
上
中

町
内
中
学
校
成
績

８
位
　
深
田
中
　
10
位
　
免
田
中

18
位
　
須
恵
中

【
男
子
】

１
位
　
人
吉
一
中

２
位
　
上
中
　
３
位
　
岡
原
中

町
内
中
学
校
成
績

４
位
　
免
田
中
　
５
位
　
深
田
中

15
位
　
上
中
Ｂ
　
17
位
　
須
恵
中



「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本
的
人
権
及
び
自
由

を
尊
重
し
確
保
す
る
た
め
に
、
世
界
の
す
べ
て
の

人
々
と
す
べ
て
の
国
々
と
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
基

準
と
し
て
、
昭
和
23
年
12
月
10
日
国
際
連
合
総
会
に

お
い
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
人

権
週
間
を
定
め
、
世
界
人
権
宣
言
の
意
義
を
訴
え
る

と
と
も
に
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
い

ま
す
。
平
成
17
年
度
啓
発
活
動
重
点
目
標
で
あ
る

「
育
て
よ
う
　
一
人
一
人
の
　
人
権
意
識
　
―
身
近

な
こ
と
か
ら
人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
―
」
の
ほ

か
に
、
次
の
事
項
を
強
調
事
項
と
し
て
定
め
ま
し
た
。

○
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う
（
男
女
差
別
、
セ
ク
ハ

ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
）

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
（
い
じ
め
、
児
童
虐
待

な
ど
）

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う
（
就
職
差

別
、
身
体
的
・
心
理
的
虐
待
、
経
済
的
虐
待
な
ど
）

○
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ

う
（
入
店
拒
否
、
ア
パ
ー
ト
入
居
拒
否
な
ど
）

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
（
同
和
問
題
）

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う
（
就

職
や
結
婚
な
ど
に
お
い
て
の
偏
見
や
差
別
）

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う
（
就
労
差
別
、
入

店
拒
否
、
ア
パ
ー
ト
入
居
拒
否
な
ど
）

○
エ
イ
ズ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
に
対
す
る

偏
見
を
な
く
そ
う
（
就
職
拒
否
、
職
場
解
雇
な
ど
）

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

そ
う
（
就
職
差
別
、
住
居
等
の
確
保
の
困
難
な
ど
）

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮
し
よ
う

（
名
誉
毀
損
な
ど
）

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
は
や
め

よ
う
（
他
人
を
誹
謗
中
傷
す
る
表
現
な
ど
）

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う
（
同

性
愛
者
へ
の
偏
見
や
差
別
）

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う
（
嫌
が

ら
せ
や
暴
行
事
件
な
ど
）

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

（
偏
見
や
差
別
）

誰
も
が
住
み
よ
い
ま
ち
へ

12
月
４
日
（
日
）
〜
10
日
（
土
）
は
人
権
週
間
で
す
。



あさぎり町が誕生してから、早３年が過ぎようとしています。

合併が決まった当初は、長年親しんできた地域の名前が消えてしま

うという寂しさと、「あさぎり町」がどんなまちになっていくのだろうという期待感とが入り混じり、と

ても複雑な気持ちだったことを覚えています。

そんな中で僕は、この新しい町に「変化」を求めたいと思うようになりました。

中でも僕が一番強く求めたいのは「環境の変化」です。

外出時、車椅子が欠かせない僕にとって、町・道路の整備は早急に取り組んで欲しいことの一つである

のです。この問題については僕だけでなく、小さい子どもを連れた（ベビーカー使用）方や、高齢者の方

たちの中にも同じ考えを持っている方は大勢いらっしゃると思います。

しかし、今あさぎり町内にある店や公共施設を利用していて一番実感するのは、出入り口を自動ドアに

しているところが非常に少ないということです。いくつかの店や施設（スーパーやコンビニエンスストア）

の中には、自動ドアのところがあるのですが、まだ大半のところは手押し式ドアになっているのです。

どうしても自分一人で出来ない時、僕は近くの人に頼むように心掛けています。中には、「手伝いまし

ょうか。」とか、「私が開けますよ。」など、親切に声を掛けてくださる方がいて、とてもうれしい気持ち

になることがあります。おかしいと思われるかもしれませんが、僕たちのように障害を持っている人にと

って、全く知らない人に物事を頼むという行動は、もの凄く勇気のいることなのです。

僕の友人に、僕と同じ脳性マヒで、手足と言語に障害のある人がいます。彼も車椅子を使用しているの

ですが、とても性格の明るい、外出好きな人でした。しかし１年後、その友人から信じられないような手

紙が届きました。僕はその手紙を読んだ時、あまりの衝撃で言葉を失いました。

その内容とは、ある時彼が一人で外出し、昼食を食べようとレストランに行ったところ、休日だったた

め利用客が多く、店の外で並んで待つことになったそうです。その日は日差しがとても強く、暑かったら

しいのですが、彼は待っていたそうです。そして30分ほど経った時、彼の後ろに並んでいた50代くらいの

男性に、いきなり「邪魔だ！帰れ！」と言われ、ショックで結局、食事をせずに自宅に戻ってきた。悔し

かった。と書いてあったのです。その文面からは、自分に対してそのような言葉を浴びせられたことに対

する屈辱感や、相手の男性に対する怒りの気持ちを訴えたい！聞いて欲しい！という彼のやり場のない、

心の叫びのようなものが痛いほど伝わってきました。

僕は、この手紙を読み終わった後の、あの何とも表現しようのない気持ちになった時のことを、今でも

はっきり覚えています。

自分の住んでいるところが一番だ。だからこそ、もっとよくなってもらいたい。

そこに住む人なら、誰でもそう思うはずです。

その実現のために大切なこと、それは「町と人が一つにな

ること」であると、僕は考えています。体や心にハンディを

持つ人も持たない人も、誰もが安心して暮らせる町、そして、

どこへ行っても「私の出身は、あさぎり町です。」と誇りを

持って言える町。僕は、これからのあさぎり町がそうなって

くれることを心から期待しています。

「誰もが安心して
暮らせる街に」



人
権
問
題
等
で
お
困
り
の
方
は
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

○
日
時

12
月
５
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

湯
前
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
日
時

12
月
６
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

あ
さ
ぎ
り
町
農
村
女
性
の
家
、

錦
町
農
業
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
、
多
良

木
町
研
修
セ
ン
タ
ー
２
階
、
水
上
村
岩

野
公
民
館
、
相
良
村
畜
産
セ
ン
タ
ー
、

五
木
村
役
場
２
階
職
員
厚
生
室
、
山
江

村
れ
い
め
い
館
、
球
磨
村
役
場
会
議
室
、

人
吉
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

お
問
い
合
わ
せ
先：

法
務
局
人
吉
支
局
　
蕁
２
２
―
３
３
９
３

あ
さ
ぎ
り
町
町
民
課
蕁
４
５
―
７
２
１
３

平
成
11
年
か
ら
約
６
年
の
永
き
に
渡
り
、

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
西
誓
さ
ん
（
庄
屋
）
が
９
月
30
日

を
も
っ
て
退
任
さ
れ
、
法
務
大
臣
よ
り
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
上
田
昭
子
さ
ん
（
岡
原
）
は
再

任
さ
れ
、
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

あ
さ
ぎ
り
町
人
権
擁
護
委
員
の
方
は
次

の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

【
上
】

松
本
　
芳
子
　
蕁
４
５
―
０
０
０
１

【
須
恵
】
岩
闢

熊
六
　
蕁
４
５
―
５
２
１
４

【
深
田
】
坂
本
　
哲
郎
　
蕁
４
５
―
１
６
７
９

【
岡
原
】
上
田
　
昭
子
　
蕁
４
５
―
３
０
２
２

【
免
田
】
野
口
　
辰
紘
　
蕁
４
５
―
０
７
８
４

【
免
田
】
永
村
　
和
子
　
蕁
４
５
―
１
１
６
７

西
さ
ん
に
法
務
大
臣
よ
り

感
謝
状
贈
呈

人
権
擁
護
委
員
に
感
謝
状
贈
呈

「
人
権
週
間
」
に
お
け
る
特

設
人
権
相
談
所
開
設

のおたより便 声 

目の不自由な方や、高齢等で活字が読みづ

らい方にも、広報誌など町の情報をよりいっ

そう知っていただくために、このほど社会福祉協議会より「声のおたより便」第１号が発行さ

れました。

「声のおたより便」とは、21名の朗読ボランティアの方に

より広報誌等を朗読してもらいカセットテープに録音したも

ので、事前に希望のあった町民の方にさっそく届けられまし

た。

朗読ボランティアの一人の方は「普段から何か役に立つこ

とがしたいと思っていましたが、自分の仕事があるとなかな

かできなかった。しかしこれは夜でも少しの時間にできると

思い、応募しました。」と話されていました。

情報を「聞いて」楽しむ
声のおたより便第１号発送

お問い合わせ先：あさぎり町社会福祉協議会

蕁４５－４６７９



あさぎり町教育委員会人権だより No.16

テ
レ
ビ
Ｂ
Ｓ
⑪
で
、『
男
は
つ
ら
い
よ
』
を
時
々
放

映
し
て
い
ま
す
。
輊
あ
ゝ
失
恋
四
十
八
連
発
輅
と
銘

打
っ
て
、
一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
「
寅
さ
ん
」
シ
リ
ー
ズ
全
作
品
が
テ
レ

ビ
で
見
れ
る
の
で
、
寅
さ
ん
フ
ア
ン
の
私
は
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

寅
さ
ん
は
遊
び
人
で
、
い
つ
も
お
し
ゃ
れ
を
し
て

い
て
、
う
ま
い
酒
を
飲
ん
で
、
美
人
に
会
っ
た
ら
必

ず
恋
を
し
て
、
年
じ
ゅ
う
冗
談
を
言
い
、
油
だ
ら
け

に
な
っ
て
働
く
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
大
嫌
い
な
男

で
、
と
も
か
く
『
ふ
と
ど
き
な
』
生
き
方
を
し
て
い

ま
す
。
調
子
よ
く
タ
ン
カ
を
切
っ
て
大
喧
嘩
を
し
、

わ
が
ま
ま
い
っ
ぱ
い
に
振
舞
う
男
で
す
。
妹
の
さ
く

ら
が
「
人
間
は
地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
と
汗
水
流
し
て
働

か
な
き
ゃ
あ
い
け
な
い
ん
だ
」
と
こ
ん
こ
ん
と
説
教

し
て
も
次
の
瞬
間
に
は
コ
ロ
ッ
と
忘
れ
て
、
ま
た
も

や
美
女
に
恋
を
す
る
。
お
じ
さ
ん
か
ら
は
「
ほ
ん
と

に
馬
鹿
だ
よ
、
お
ま
え
は
」
と
叱
ら
れ
、
近
所
の
人

は
皆
顔
を
し
か
め
、「
し
よ
う
の
な
い
バ
カ
だ
」
と
悪

口
を
言
い
、
子
ど
も
に
は
「
遊
ん
で
ば
か
り
い
る
と

寅
み
た
い
に
な
っ
ち
や
う
よ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
ん
な
「
寅
さ
ん
」
シ
リ
ー
ズ
が
、
常
に
映
画
館

を
満
席
に
し
、
三
十
年
以
上
も
続
い
た
の
は
な
ぜ

か
？
そ
の
訳
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

①
寅
さ
ん
的
『
家
族
』『
地
域
』
へ
の
憧
れ

お
店
の
奥
に
畳
部
屋
の
茶
の
間
が
あ
っ
て
、
ち
ゃ

ぶ
台
を
囲
ん
で
三
世
代
の
家
族
が
に
ぎ
や
か
に
夕
ご

は
ん
を
食
べ
る
。
車
や
携
帯
電
話
や
エ
ア
コ
ン
が
な

く
て
も
み
ん
な
心
が
豊
か
で
あ
っ
た
か
い
『
家
族
』。

寅
の
悪
口
を
言
い
な
が
ら
も
「
あ
い
つ
だ
っ
て
オ
レ

達
と
一
緒
に
育
っ
た
仲
間
な
ん
だ
」
と
追
い
出
さ
な

い
『
地
域
』
の
人
た
ち
。

少
子
化
、
核
家
族
で
家
庭
の
温
か
さ
を
無
く
し
隣

近
所
と
仲
良
く
暮
ら
そ
う
と
努
力
し
な
く
な
っ
た
日

本
人
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
（
郷
愁
）
が
四
十
八
作
も
シ

リ
ー
ズ
化
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
住
み
や
す

い
地
域
と
は
、
柴
又
の
よ
う
に
、
隣
近
所
や
商
店
街

と
の
人
間
関
係
が
気
持
ち
よ
く
成
立
し
て
い
る
地
域

な
の
で
す
。

②
ホ
ッ
と
す
る
顔
、
や
さ
し
い
眼
差
し

寅
さ
ん
役
の
渥
見
清
さ
ん
は
少
年
時
代
、
成
績
は

ど
ん
尻
の
方
だ
っ
た
け
れ
ど
も
他
の
子
ど
も
達
が
緊

張
し
て
疲
れ
た
時
に
ふ
と
渥
見
さ
ん
の
顔
を
見
る
と
、

ク
ラ
ス
み
ん
な
が
一
斉
に
ホ
ッ
と
し
た
そ
う
で
す
。

人
間
関
係
が
希
薄
な
社
会
の
中
で
不
安
感
や
挫
折
感

を
抱
え
て
い
る
観
客
に
と
っ
て
、
寅
さ
ん
の
笑
顔
で

ホ
ッ
と
し
、
ス
ト
レ
ス
が
解
消
す
る
の
で
し
ょ
う
。

フ
ー
テ
ン
の
寅
は
、
持
ち
家
も
お
ろ
か
、
貯
金
も
、

着
換
え
の
服
す
ら
な
い
。
教
養
も
な
い
。
し
か
し
、

困
っ
て
い
る
人
、
辛
い
人
、
悲
し
い
人
に
寄
り
添
っ

て
「
つ
ら
い
で
し
ょ
う
ね
え
」
と
い
っ
て
一
緒
に
涙

ぐ
ん
で
く
れ
る
優
し
い
眼
差
し
が
あ
り
ま
す
。
人
間

的
な
値
打
ち
は
私
よ
り
数
段
上
の
よ
う
で
す
。

私
達
の
職
場
や
、
街
の
ど
こ
か
に
寅
さ
ん
み
た
い

な
人
が
一
人
で
も
い
る
と
、
笑
い
声
が
絶
え
な
い
だ

ろ
う
し
、
人
間
関
係
が
温
か
く
て
、
人
権
に
や
さ
し

い
街
、
夢
膨
ら
む
あ
さ
ぎ
り
町
に
な
る
ん
だ
が
な
あ

と
思
い
な
が
ら
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
を
観
て
い
ま
す
。

（
文
責
　
丸
目
）

参
考
資
料
　
「
人
生
は
つ
ら
い
か
」
山
田
洋
次
著

『
フ
ー
テ
ン
の
寅
』
を
考
え
る 
『
フ
ー
テ
ン
の
寅
』
を
考
え
る 



９月23日～25日に香川県立丸亀競技場で行われ

た全日本実業団対抗陸上競技選手権大会で、庄屋

地区の高田哲也さんが見事４位入賞を果たされま

した。

高田さんは現在人吉高校の非常勤講師をされて

おり、今回の記録は68ｍ10㎝と自己ベストの69ｍ

33㎝には届かなかったものの、今期自己最高記録。

「来年の日本

選手権に出場が

決まっているの

で、入賞できる

よ う 頑 張 り た

い。」と抱負を語

られました。

創立30周年を迎えた吉井保育園で、10月２日、記

念の大運動会が開催されました。

当日は、午前中は雨が降り、天候には恵まれなか

ったものの子どもたちは元気いっぱい。会場内には

30年間の卒園生の写真がパネル展示されたほか、記

念誌も発行されていました。

運動会では園児のかけっこから始まり、ダンスや

保護者と一緒に技巧走、毎日練習を重ねた鼓笛の披

露がされるなど、盛りだくさんの内容でした。

閉会式では、園児が描いたかわいらしいイラストと

一緒に色とりどりの風船が空に放たれました。

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー
と
人
吉

球
磨
環
境
協
議
会
の
主
催
に
よ
る

エ
コ
ラ
イ
フ
体
験
教
室
が
10
月
16
日

せ
き
れ
い
館
で
開
催
さ
れ
、
環
境

美
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
な

ど
約
60
名
が
環
境
へ
の
負
荷
を
少
な

く
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
考
え
、

消
費
行
動
を
工
夫
す
る
体
験
学
習

を
行
い
ま
し
た
。

教
室
で
は
、
ま
ず
、
元
熊
本
大

学
教
育
学
部
教
授
で
医
学
博
士
の

奥
村
美
代
子
氏
に
よ
る
「
買
い
方
、

使
い
方
、
捨
て
方
、
消
費
行
動
を

考
え
る
」
と
題
し
て
の
講
演
が
行

わ
れ
、
奥
村
氏
は
、「
大
事
な
こ
と

は
、
も
う
一
度
使
う
（
使
い
回
し
）、

と
少
な
く
使
う
と
い
う
こ
と
。
環

境
を
守
り
、
大
切
に
す
る
消
費
活

動
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
も
環
境

保
全
の
メ
ガ
ネ
を
か
け
て
消
費
活

動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。」
な
ど
と
話

さ
れ
、
そ
の
後
「
エ
コ
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
」、「
エ
コ
キ
ッ
チ
ン
」
な
ど

熊
本
環
境
消
費
者
教
育
研
究
会
会

員
の
指
導
の
も
と
４
つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
て
の
体
験
学
習
が
開
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
熱
心

な
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
も
、
買
い
物
で
の

マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
な
ど
、
ま
ず
自
分

の
身
近
な
生
活
の
中
で
の
エ
コ
ラ
イ

フ
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？



10月14日、体験型ワークショップ、いきいき芸術

体験が午前中に須恵中、午後からは深田中で開催さ

れました。

今年は、熊本市在住の観世流
かんぜりゅう

シテ方（主役を舞う

能楽師）の菊本澄代さん、菊本美貴さんを講師に招

き、能楽のワークショップが行われました。

体育館に能の舞台を再現し、能の構えや運び、

様々な表現の仕方や、動作の意味を学び、扇を使っ

ての挨拶など実践。また、装束の着付けを体験した

り、プロの能楽師となるための厳しい修行について

の話もあり、日本の伝統芸能に触れる貴重な時間と

なりました。

あさぎり交番連絡協議会を代表して会長の村山

豪さんと会員の高田則夫さんより、10月６日、同

交番に会員の家に設置してもらう看板が寄贈され

ました。看板は村山さん、高田さんの手作りで、

現在町内の13名の会員宅に設置される予定です。

村山さんは「看板を置くことにより、誰が会員

なのか地域の方に知っていただき安心してもらえ

るようにと考えました。何かあったらすぐに連絡

してほしい。」と話されていました。

あ
さ
ぎ
り
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
承
認

委
員
会
（
尾
方
球
三
郎
委
員
長
）
に

よ
り
、
町
の
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
第
１

号
と
し
て
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
の
玄
米
が
認

証
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
現
在
町
内
33
戸
、
66
ha

で
農
林
水
産
省
が
定
め
る
特
別
栽
培

農
産
物
に
関
わ
る
表
示
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
準
じ
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を
極

力
抑
え
た
基
準
で
栽

培
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
基
準
を
ク
リ
ア

し
た
ブ
ラ
ン
ド
米
に

は
認
証
シ
ー
ル
が
貼

ら
れ
「
熊
本
県
産

ひ
の
ひ
か
り
」
と
し

て
販
売
さ
れ
ま
す
。

球
磨
産
の
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
は
日
本
穀
物
検

定
協
会
主
催
の
「
全

国
米
の
食
味
ラ
ン
キ

ン
グ
」
で
平
成
14
年

産
、
15
年
産
は
２
年

連
続
最
高
位
の
特
Ａ

評
価
を
獲
得
し
て
お

り
（
他
の
特
Ａ
は
、

新
潟
県
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
山
形

県
庄
内
産
は
え
ぬ
き
等
）「
味
」「
香

り
」「
粘
り
」
な
ど
で
高
い
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
10
月
30
日
に
は
生
産
者
や

Ｊ
Ａ
く
ま
に
よ
り
神
戸
生
協
「
都
市

生
活
」
が
主
催
す
る
「
生
協
祭
」
で

新
米
の
販
売
が
行
わ
れ
、
ま
ず
ま
ず

の
売
れ
行
き
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。



全６回の講習を経て、10月13日、免田保健センターであ

さぎり町ホームヘルパー養成研修閉講式が行われました。

当日は、山本収入役より「町内でも行方不明の方がおら

れ、今後さらに町のネットワークが重要だと感じている。

講習で学ばれたことを、地域や家庭で活かしてほしい。」

と挨拶があり、15名の受講者に修了証が贈られました。

３年目を迎える同講座ですが、今年は仕事をされている

方も働きながら受講できるように日曜日を活用した講習日

程で行われ、仕事のかたわら受講されている受講者が多く

みられました。

10月17日、シルバー人材センターの会員によりボラン

ティア活動が行われました。この日は、夢まつりを控え

ていたため、夢まつりの会場である免田総合グラウンド

周辺の草刈りや谷水薬師周辺の剪定などの清掃活動が行

われ、10月とはいえ、太陽が照りつけ暑い中での作業と

なりました。

現在シルバー人材センターの会員数は181名で当日は

約80名の方が参加され、作業終了後は会場をポッポー館

に移し、年に１回の安全大会が行われました。

10月30日、広報研修会が開催され、町内外各団体

より約30名が出席し、広報誌や機関誌づくりのレイ

アウト、記事の書き方等について受講しました。

これは、日頃広報活動を行っている団体が機関誌

づくり等のノウハウを学ぶ機会があまりないことか

ら企画されたもので、当日は人吉中央出版の伊勢戸

明氏により魅力ある広報誌づくりについて基調講演

が行われたほか、熊本日日新聞社の越路氏により新

聞記事を使って、見出しの有効な付け方などの研修

が行われました。

永年の障害者団体活動に感謝して、九州障害者団

体連絡協議会より免田東の成末久夫さんが組織活動

功労者として表彰されました。この表彰は、障害者

団体の組織活動に顕著な功績がある人の中から九州

各県から１名選出され表彰されております。

また、伝達式は九州身体障害者福祉大会（沖縄市）

において行われました。



国民健康保険の届出について

○ 国民健康保険に加入する場合
会社などを退職され社会保険を喪失されたときや、社会保険の被

扶養者からはずれたときには、国民健康保険に加入することにな

ります。

手続きは：退職の日から14日以内に町民課または最寄りの役場支

所へ印鑑、社会保険等の資格喪失証明書（離職票・雇用保険受給

資格者証・その他離職年月日を確認できる書類）をお持ちいただ

き手続きを行ってください。

また、年金受給者（国民年金以外）については年金証書もお持ち下さい。

○ 国民健康保険を喪失する場合
会社などに就職され社会保険を取得されたときや、社会保険の被扶養者になられたときには、国民

健康保険を喪失することになります。

手続きは：社会保険証等が届いた日の翌日から14日以内に町民課または最寄りの役場支所へ印鑑、

国民健康保険証及び新たに加入された社会保険証をお持ちいただき手続きを行ってください。

社会保険証の交付が遅れる場合は、先に国民健康保険証を町民課または最寄りの役場支所へ返却い

ただき、後日手続きを行ってください。

○ 入院時の食事代減額認定申請を行う場合
入院時の食事代減額認定を受ける場合には申請が必要です。

手続きは：国保被保険者が入院された場合は、町民課または最寄りの役場支所へ印鑑、国民健康保

険証をお持ちいただき手続きを行ってください。

（住民税が非課税世帯でない場合は該当しません。また、未申告世帯については、申告後の判定とな

ります。）

○ その他手続きについても、印鑑および国民健康保険証が必要です。
お問い合わせ先：あさぎり町町民課

蕁45-7213（直通）

こんな時は届け出をお忘れなく

墓
碑
を
建
設
さ

れ
る
時
に
は
町

民
課
に
連
絡
を

最
近
、
我
が
家
の
敷
地
内
に

墓
碑(

お
墓)

の
建
設
を
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
を
見
か
け
ま
す

が
、
こ
れ
は
墓
地
埋
葬
法
に
違

反
し
て
い
ま
す
。

県
に
確
認
を
と
り
ま
し
た
と

こ
ろ
、
墓
地
の
経
営
許
可
が
な

い
と
建
設
で
き
ま
せ
ん
。

違
法
建
設
を
さ
れ
ま
す
と
、

懲
役
ま
た
は
罰
金
に
処
さ
れ
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

建
設
を
計
画
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、
町
民
課
ま
た
は
人

吉
保
健
所
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

あ
さ
ぎ
り
町
町
民
課

蕁
４
５
―
７
２
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３

人
吉
保
健
所

蕁
２
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―
３
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０
７



健康のページ 健康のページ 健康のページ 

職場のなかで

お問い合わせ先：あさぎり町健康増進課　蕁４５－７２１６

栄養・食生活の改善
⇒職場内で食生活改善に取り組む
身体活動・運動
⇒朝のラジオ体操や歩いて出社の日を設ける
休養・心の健康
⇒ノー残業デーを設ける

生活習慣改善・飲酒
⇒飲酒を強要しない雰囲気づくりを心がける
生活習慣改善・喫煙
⇒職場内禁煙を心がける
歯　の　健　康
⇒職場内での歯科健診を推進する
各分野に共通
⇒職場内での健康学習会を開催する

田口　華穂ちゃん・莉穂ちゃん(岡原)

４歳児歯科健診で
むし歯がなかったお友達

４歳児歯科健診で
むし歯がなかったお友達

蕁



健康のページ 健康のページ 健康のページ 

松木　海人くん(免田)

嶽本　優翔くん(免田)

田山　朱莉ちゃん(深田)

平木　亨弥くん(上)

谷川　文崇くん(免田)

大熊　玲央くん(免田)

成人の節目に歯のチェックを

今年度成人式を迎えられる皆さんへ

今年から20歳の方を対象に無料の歯科健診を実施しています。大人になっ

た第１歩として自分の健康について考えてみませんか、そして行動を起こし

てみませんか。

20歳になって、おしゃれをしたりお酒を飲んだり大人の気分を味わうのも

いいけれど、自分の健康を自分で守るということも大切な大人としての責任

です。誕生月となりましたら、役場から案内のはがきが来ます。３ヶ月以内

に指定の歯科医院に予約の上、受診してください。歯科健診のほか、ブラッ

シング等の指導があります。

受診された方の感想より

虫歯は無いと思っていましたが、母にすすめら

れて受診しました。そうしたら、歯磨きはちゃん

としていたつもりなのに、軽い歯肉炎があるとい

われてびっくりしました。高校卒業してから久し

ぶりの歯科健診でしたが、定期的に診てもらうこ

とが大切だなあと思いました。これからも歯は大

切にしたいと思います。

上　Sさん

「虫歯ができたかもしれない」と思

っていた時に、20歳の歯科健診のはが

きが来ていたので予約して受診しまし

た。ちょうど夏休みだったので、町内

で健診を受けて、治療は今住んでいる

近くの歯科に行きました。よいキッカ

ケになりました。

須恵　Tさん

蕁



行革通信  行革通信  
「夢ふくらむまち」に向けた新たな取り組み 



蕁

人吉球磨グリーン・ツーリズム
ワーキング始まる

年末年始のごみ収集
ごみ収集については12月30日（金）まで、１月は４日（水）から通常どおり行います。

１月のリサイクルの日の変更
１月のリサイクルの日は、正月の関係で下記のとおり変更しますのでよろしくお願い致します。

記

（変更前） （変更後）

○岡原校区　　　１月　１日（第１） １月　８日（第２）

○免田校区　　　１月　８日（第２） １月１５日（第３）

○上校区　　　　１月１５日（第３） １月２２日（第４）

○須恵校区　　　１月２２日（第４） １月２９日（第５）

○深田校区　　　１月２２日（第４） １月２９日（第５）

【年末年始のし尿汲取りのお知らせ】

12月31日（土）から１月４日（水）まで休みとなります。

※詳しくは球磨清掃公社（蕁４２－２６１４）まで

お問い合わせ先

あさぎり町　環境保全課

蕁４５‐７２１７



Hello,everyone!!
Jamaican Christmas   ジャマイカのクリスマス
Jamaicans prepare for the Christmas by making fruit

cakes from a mixture of blended prunes, raisins and rum.

Eggnog and a red, sorrel wine made from pimento seeds,

ginger, cloves and rum are favorite drinks in Jamaica

during the Christmas season.  Jamaica's traditional

Christmas breakfast is Ackee, a yellow fruit with black

seeds, salt fish, ham and fried dumplings, plantains and

bread fruit.

Jamaicans celebrate the Christmas holiday with snow

men, pepper lights and decorated trees in spite of there

being only one season-summer.  Most people go to

church on the Sunday following December 25th,

Christmas day, as Christmas is seen as the time to

celebrate the birth of Jesus Christ.

As usual, for the Christmas season, Jamaica will be one

big hustle and bustle.  Jamaicans will be selling, buying

and playing the sweet music that we all love, Reggae.  In

the words of Bob Marley, when the music hits you, you

feel no pain. 

ジャマイカ人は、プルーン・レーズ

ン・ラム酒を使ったフルーツケーキを作り、

クリスマスを迎える準備をします。卵・牛乳・砂糖・アル

コールを混ぜたエッグノッグという飲み物と、ピメント

〔赤ピーマン〕の種・生姜・クローブ〔丁子〕・ラム酒を

入れて作る‘ヒメスイバのワイン’という飲み物が、ジャ

マイカではクリスマスの飲み物として人気があります。ジ

ャマイカの伝統的なクリスマスの朝食は、黄色い果肉に黒

い種のアキー、ソルトフィッシュ〔塩漬けのタラ〕、ハム、

揚げパン、揚げプランティーン〔料理用バナナ〕、ブレッ

ドフルーツなどです。

ジャマイカは、年中通して夏であるにもかかわらず、ク

リスマスには雪だるま・イルミネーション・クリスマスツ

リーなどを飾って祝います。クリスマスはキリストの誕生

を祝う日ですから、ほとんどのジャマイカ人は、12月25

日の後に続く日曜日に教会へ行きます。

毎年、クリスマスの季節になると、ジャマイカは人で溢

れかえります。物を売ったり買ったり、私たちみんなが愛

するレゲエ音楽が聞こえてきたりします。「ボブ・マリー」、

彼の音楽を聴くと、辛いことも忘れられます。

ヤスミン・レインフォード

（訳：白柿　浩美）

＜今月の英語＞

in spite of ̃「～にもかかわらず」

例文）We climbed the mountain in spite of the snow .「雪にもかかわらず、私たちは山に登った。」

ロ
ボ
ッ
ツ

上
映

あ
さ
ぎ
り
町
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
の
自
主
文
化
事
業
と
し
て

「
ロ
ボ
ッ
ツ
」
の
上
映
を
次
の
と
お
り
い
た
し
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◇
期
日

平
成
17
年
12
月
16
日
（
金
）

◇
時
間

開
場
　
午
後
７
時
　
上
映
　
午
後
７
時
30
分

◇
入
場
料

大
人
５
０
０
円
　
高
校
生
以
下
　
３
０
０
円

◇
チ
ケ
ッ
ト
販
売

生
涯
学
習
課
・
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
・
各
役
場
支
所

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

あ
さ
ぎ
り
町
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
　
蕁
４
５
―
５
５
１
１
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このコーナーでは読者の
方々が日々の活動のなかで制
作されている作品を毎月紹介
していきます。
書道・俳句・詩・絵画・イ

ラストなどお気軽にお寄せ下
さい。

蕁

期　日：平成１７年１２月１１日（日）

①１１：００～１２：３０（１回目）

②１４：００～１５：３０（２回目）

場　所：深田校区公民館「せきれい館」講堂

参加費：一人２００円

定　員：５０名

申込先：あさぎり町教育委員会

生涯学習課　蕁４５－７２２７

親と子のキャンドル教室

商工コミュニティセンター「ポッポー館」自主事業

『あさぎり町ひなまつり』出展作品等　大募集！

「ポッポー館」では、平成18年２月19日から３月19日の１ヶ月間、『第２回
あさぎり町ひなまつり』を開催いたします。
そこで、この期間中に会場に展示する「ひなまつり」「春」を題材とした手

作りの作品、また、ボランティアスタッフを募集します。
グループでも個人でも出展及び参加いただけますので、みなさまからの多数のお申し込みを

お待ちしております。
また、『ひなまつり』のメインの飾りとなります雛人形（段飾り・年代物・かわり雛など）を

お貸しいただく方を探しております。お貸しいただける方は、ご一報ください。
あさぎり町ひなまつり実行委員会

お申し込み期限：平成17年12月26日（月）午後５時まで

お申し込み・お問い合わせ先：あさぎり町商工コミュニティセンター「ポッポー館」

担当　那須　　　　　蕁 ４９－９２１１

ＦＡＸ　４５－５１１０

作品づくりを楽しみませんか



わたしたち 

ほーび
ゃーです

！

ほーび
ゃーです
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次
の
方
々
の
ご
遺
族
か
ら
、
あ
さ

ぎ
り
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
多
額
の

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

使
途
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
芳
志
に

添
う
よ
う
に
慎
重
に
考
慮
し
、
本
町

の
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
厚
情
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成

年
10
月
１
日
〜
10
月
末
日

受
付
分
ま
で
）
※
敬
称
略

須
恵
　
小
谷
　
節
雄
　
小
谷
　
重
規

岡
原
　
櫻
井
　
　
和
　
櫻
井
モ
ト
メ

上
　
　
谷
口
　
　
悟
　
谷
口
キ
ク
ノ

岡
原
　
吉
鶴
　
光
雄
　
吉
鶴
　
和
博

免
田
　
田
口
佐
久
美
　
田
口
キ
ク
エ

（
兵
庫
県
在
住
）

上
　
　
藤
原
　
福
馬
　
藤
原
　
ム
ラ

上
　
　
田
村
　
政
子
　
田
村
　
信
雄

上
　
　
森
山
　
清
孝
　
森
山
ツ
ル
エ

深
田
　
今
坂
　
勝
範
　
今
坂
ス
ナ
ヲ

須
恵
　
愛
甲
　
ツ
ル
　
愛
甲
五
郎
兵
衛

深
田
　
宮
闢
ツ
マ
エ
　
宮
闢

貢

上
　
　
才
藤
　
　
安
　
才
藤
　
ミ
エ

社
協
へ
の
ご
寄
附

社
協
へ
の
ご
寄
附 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

社
協
へ
の
ご
寄
附 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

日
頃
よ
り
上
水
道
事
業
に
お
き
ま
し
て

は
、
深
い
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
度
、
免
田
地
区
に
於
い
て
水
道
管
漏

水
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

調
査
に
お
き
ま
し
て
は
、
水
道
管
本
管

（
道
路
内
）
以
外
に
も
宅
内
の
給
水
管
（
メ

ー
タ
ー
器
ま
で
）
の
漏
水
調
査
も
致
し
ま
す
。

道
路
内
に
つ
い
て
は
夜
間
に
、
宅
内
に
つ

い
て
は
昼
間
に
調
査
を
致
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
調
査
の
際
に
水
道
管
本

管
か
ら
メ
ー
タ
ー
器
ま
で
の
区
間
に
お
い
て

宅
内
に
立
ち
入
ら
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
ど

う
か
ご
理
解
い
た
だ
き
何
卒
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
員
に
は
「
身
分
証
明
書
」
を

携
帯
さ
せ
て
お
り
ま
す
の
で
申
し
添
え
致
し

ま
す
。

１
　
委
託
名

免
田
地
区
（
水
道
管
）
漏
水
調
査
業
務
委
託

２
　
調
査
場
所
　
免
田
地
区
全
域

３
　
調
査
期
間

平
成
17
年
10
月
17
日
（
月
）
か
ら

平
成
18
年
１
月
31
日
（
火
）

４
　
委
託
業
者

フ
ジ
地
中
情
報
株
式
会
社
九
州
支
店

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
那
珂
５
―
３
―
１
３

蕁
０
９
２
―
４
７
３
―
４
８
４
７

５
　
委
託
担
当
課

あ
さ
ぎ
り
町
水
道
課

蕁
４
５
―
７
２
２
２
（
直
通
）

現
在
免
田
校
区
の
水
道
漏
水
を

調
査
し
て
い
ま
す

水道課では、法令に基づき実施した水道水の水
質検査結果を、そのつど本誌に掲載します。

10月に実施した免田校区の水質検査結果は別表

のとおりです。なお、町内の他の校区につきまし

ても随時水質検査結果を掲載します。

水質検査結果をお知らせします

お問い合わせ先　あさぎり町水道課　TEL：45－7222

別表

検査項目 水質基準
検査結果

（免田東吉井浄水場）
検査結果

（免田西岡留浄水場）

一般細菌 100／裨以下 0 0
大腸菌 検出されないこと 不検出 不検出
塩化物イオン 200mg／褄以下 4.4mg／褄 3.0mg／褄
有機物 ５mg／褄以下 0.5mg／褄未満 0.5mg／褄未満
PH値 5.8以上8.6以下 7.3 7.4
味 異常でないこと 異常なし 異常なし
臭気 異常でないこと 異常なし 異常なし
色度 ５度以下 １度未満 １度未満
濁度 ２度以下 ０．１度未満 ０．１度未満
残留塩素 － 0.22 0.2



あさぎり面白ばなし あさぎり面白ばなし あさぎり面白ばなし （五） （五） （五） 平景清息女の伝説(その１)

今
回
と
次

回
は
、
あ
さ
ぎ

り
町
岡
原
北
小

字
切
畑
に
あ
る

「
平
景
清
息
女
の

墓
」、
簡
単
に
い

え
ば
「
平
景
清

の
む
す
め
さ
ん

の
墓
」
の
伝
説
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
前
に
、

む
す
め
の
父
で
あ
る
「
平
景
清
」
に
つ
い
て
少
し
説

明
し
ま
し
ょ
う
。

◇
　
　
◇
　
　
◇

「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常
の
響
き
あ

り
・
・
・
」
と
は
、
あ
の
有
名
な
『
平
家
物
語
』
の

く
だ
り
で
す
が
、
こ
の
物
語
の
「
屋
島
の
戦
い
」
の

場
面
に
、
そ
の
「
平
景
清
」
と
い
う
人
物
の
武
勇
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

時
は
今
か
ら
お
よ
そ
８
２
０
年
前
の
平
安
時
代
末

期
、
平
景
清
は
平
家
方
の
侍
大
将
で
し
た
。
怪
力
の

持
ち
主
で
豪
傑
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
若
い

時
分
、
早
合
点
か
ら
伯
父
の
大
日
坊
を
殺
し
「
悪
七

兵
衛(

あ
く
し
ち
び
よ
う
え)

」
と
あ
だ
な
さ
れ
て
も
い

ま
し
た
。
彼
は
、
源
氏
に
敗
れ
た
平
家
一
門
と
と
も

に
都
落
ち
し
ま
す
が
、
屋
島
の
戦
い
で
は
、
源
氏
方

の
美
尾
谷
十
郎
と
組
み
戦
い
、
冑
の
錣(

し
こ
ろ)

を
断

つ
武
勇
が
あ
り
ま
し
た
。
壇
ノ
浦
で
の
平
家
滅
亡
後

は
落
ち
延
び
て
、
源
頼
朝
に
復
讐
を
も
く
ろ
ん
だ
と

い
い
ま
す
が
、
源
氏
方
に
捕
ら
え
ら
れ
て
、
断
食
し

て
亡
く
な
っ
た
と
か
、
ま
た
は
両
目
を
く
り
ぬ
か
れ

日
向
国(

宮
崎
県)

に
流
さ
れ
た
と
か
、
日
向
国
で
役
人

と
し
て
仕
え
た
と
か
伝
え
て
い
ま
す
が
は
っ
き
り
と

し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
宮
崎
市
に
は
目
の
神
様
と
し

て
彼
を
祀
る
「
生
目
神
社
」
が
あ
り
、
鹿
児
島
県
曽

於
郡
大
隅
町
に
は
彼
の
墓
が
あ
り
、
落
ち
行
く
先
々

で
い
ろ
い
ろ
な
伝
説
を
残
し
て
い
る
結
構
有
名
な
人

物
で
す
。
ち
な
み
に
、
あ
さ
ぎ
り
町
免
田
永
才
地
区

に
は
、
平
景
清
の
母
と
さ
れ
る
「
虎
御
前
」
の
墓
が

あ
り
、
平
景
清
ゆ
か
り
の
地
と
な
っ
て
い
て
、
こ
れ

も
目
の
神
様
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
本
題
の
「
平
景
清
の
む
す
め
の
墓
」
は
、

あ
さ
ぎ
り
町
岡
原
北
の
宮
原
圭
志
さ
ん
の
お
宅
の
北

側
に
お
堂
が
あ
り
、
そ
の
中
に
石
碑
が
祀
ら
れ
て
い

ま
す
。
碑
に
は
刻
銘
が
あ
り
、
そ
の
内
容
を
簡
単
に

い
え
ば
、
「
伝
え
聞
く
景
清
将
の
息
女
墓
、
こ
の
と

こ
ろ
な
り
、
享
保
七
年
壬
寅
三
月
十
二
日
、
那
須
甚

七
」
と
か
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
江
戸
時
代
の

享
保
七
年
（
１
７
２
２
）
の
壬
寅
の
年
に
、
こ
の
村

の
庄
屋
で
あ
っ
た
那
須
甚
七
が
、
景
清
の
む
す
め
の

墓
と
聞
き
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
建
立
し
た
も
の
で

す
。
こ
れ
も
目
の
神
様
と
し
て
今
で
も
崇
拝
さ
れ
て

い
ま
す
。

江
戸
時
代
、
あ
の
近
松
門
左
衛
門
が
書
い
た
浄
瑠

璃
『
出
世
景
清
』、
歌
舞
伎
十
八
番
『
景
清
』
や
人
形

浄
瑠
璃
で
は
『
嬢
景
清
八
嶋
日
記(

む
す
め
か
げ
き
よ

や
し
ま
に
っ
き)

』
で
は
、
平
景
清
と
そ
の
む
す
め
を

主
人
公
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
「
出
世
景

清
」
の
初
演
が
、
貞
享
二
年(

１
６
８
５)

と
い
い
ま
す

か
ら
、
庄
屋
の
那
須
甚
七
は
、
教
養
と
し
て
浄
瑠
璃

芝
居
の
く
だ
り
を
知
っ
て
い
て
、
岡
原
の
地
に
景
清

の
む
す
め
の
墓
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
女
を
偲
ん
で

建
て
た
も
の
で
し
ょ
う
。

浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
は
、
今
で
も
上
演
さ
れ
て
い
ま

す
。
次
回
は
、「
平
景
清
の
む
す
め
」
に
ま
つ
わ
る
お

話
を
し
ま
す
。

（
文
責
　
生
涯
学
習
課
　
北
川
）

あ
さ
ぎ
り
町
営
住
宅
入
居

希
望
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

ま
た
、
今
回
よ
り
年
２
回
の

募
集
か
ら
年
１
回
の
募
集
へ
変

更
と
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

【
募
集
団
地
】

新
築
　
塚
脇
団
地
（
上
校
区
）

４
戸
（
木
造
平
屋
）

空
家
　
未
定

【
募
集
期
間
】

平
成
17
年
12
月
１
日
〜

平
成
18
年
１
月
31
日

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

【
入
居
資
格
】

月
額
所
得
20
万
円
以
下
の

世
帯

単
身
入
居
に
つ
い
て
は
、
50

歳
以
上
の
方
の
み
可

【
申
込
の
方
法
】

あ
さ
ぎ
り
町
役
場
建
設
課

備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
添
付
書

類
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
下

さ
い
。（
申
込
用
紙
は
支
所

に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。）

添
付
書
類

①
住
民
票
の
写
し
（
世
帯

全
員
、
外
国
人
に
お
い

て
は
登
録
原
票
記
載
事

項
証
明
書
）

②
平
成
16
年
分
の
収
入
が
わ

か
る
も
の

③
納
税
証
明
書

【
申
込
場
所
】

あ
さ
ぎ
り
町
建
設
課（
東
庁
舎
）

蕁
４
５
―
７
２
２
１

【
入
居
者
の
決
定
】

申
込
終
了
後
、
あ
さ
ぎ
り

町
公
営
住
宅
入
居
者
選
考
委

員
会
で
入
居
適
格
者
の
選
考

を
行
い
ま
す
。

入
居
適
格
者
が
多
数
の
場

合
は
、
公
開
抽
選
で
入
居
順

位
を
決
定
し
ま
す
。

抽
選
に
漏
れ
た
方
は
補
充

名
簿
に
登
録
し
、
空
家
が
生

じ
た
場
合
は
随
時
案
内
し
ま

す
。補

充
名
簿
の
効
力
は
次
回

の
入
居
者
選
考
委
員
会
ま
で

の
１
年
間
と
な
り
ま
す
。

町
営
住
宅
入
居
者
の
募
集
に
つ
い
て



あ
さ
ぎ
り
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

統
計
調
査
に
御
協
力

く
だ
さ
い
!!

〜
製
造
事
業
所
の
皆
様
へ
〜

平
成
17
年
工
業
統
計
調
査
を
12

月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ

の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
調
査
し
ま
す
。

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

本
年
12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け

て
、
熊
本
県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ

た
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
は
、
統
計
法
に
基

づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
正
確
な
御
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。

経
済
産
業
省
・
熊
本
県
・
あ
さ
ぎ

り
町

統
計
調
査
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
あ
さ
ぎ
り
町
企
画
財
政
課

蕁
４
５
―
７
２
１
１
ま
で

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

２
０
０
６
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
が
３
月
よ
り
開
始
！

子
ど
も
会
や
運
動
ク
ラ
ブ
な
ど

５
人
以
上
の
団
体
で
あ
れ
ば
加
入

で
き
ま
す
。

加
入
し
て
万
一
の
ケ
ガ
や
賠
償

責
任
、
突
然
死
な
ど
の
事
故
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

掛
け
金
は
一
人
年
額
、「
子
ど
も

の
団
体
」
は
Ａ
（
５
０
０
円
）
又

は
Ａ
Ｗ
（
１，

０
５
０
円
）「
成
人

の
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域

活
動
の
団
体
」
は
５
０
０
円
、

「
成
人
の
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
団
体
」

が
１，

５
０
０
円
（
老
人
ク
ラ
ブ

団
体
は
８
０
０
円
）、
補
償
は
、

事
故
に
よ
る
死
亡
が
２，

０
０
０

万
円
、
後
遺
障
害
は
最
高
３，

０

０
０
万
円
（
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
は

死
亡
が
６
０
０
万
円
、
後
遺
障
害

は
最
高
９
０
０
万
円
）
入
院
１
日

に
つ
き
４，

０
０
０
円
（
老
人
ク

ラ
ブ
団
体
は
１，

８
０
０
円
）
通

院
１
日
に
つ
き
、
１，

５
０
０
円

（
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
は
１，

０
０

０
円
）
賠
償
責
任
は
対
人
が
一
億

円
（
補
償
限
度
額
）、
財
物
が
５

０
０
万
円
（
補
償
限
度
額
）、
ま

た
、
心
臓
マ
ヒ
な
ど
の
突
然
死
は

１
６
０
万
円
で
す
。

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支
部

ま
で

蕁
０
９
６
―
３
８
８
―
１
５
８
１

事
業
主
の
皆
様
へ

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
、
段

階
的
に
65
歳
ま
で
の
高
年
齢
者
の

雇
用
保
険
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

労
働
力
人
口
の
減
少
が
見
込
ま
れ

る
中
で
、
我
が
国
の
経
済
社
会
の

活
力
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
働

く
意
欲
と
能
力
を
有
す
る
高
年
齢

者
が
そ
の
知
識
・
経
験
を
活
か
し

社
会
の
支
え
手
と
し
て
活
躍
し
続

け
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
の
整
備

が
必
要
で
す
。

今
回
改
正
さ
れ
た
「
高
年
齢
者

雇
用
安
定
法
」
で
は
、
平
成
18
年

４
月
１
日
か
ら
65
歳
未
満
の
定
年

の
定
め
と
し
て
い
る
事
業
主
は
、

高
年
齢
者
の
65
歳
（
注
１
）
ま
で

の
安
定
し
た
雇
用
を
確
保
す
る
た

め
、
次
の
①
か
ら
③
の
う
ち
い
ず

れ
か
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

①
定
年
の
引
き
上
げ

②
継
続
雇
用
制
度
の
導
入

③
定
年
の
定
め
の
廃
止

（
注
１
）
こ
の
年
齢
は
、
年
金

（
定
額
部
分
）
の
支
給
開
始
引
き

上
げ
年
齢
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ

せ
、
平
成
25
年
４
月
１
日
ま
で
に

段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

Ⅰ
平
成
18
年
４
月
１
日
〜
平
成
19

年
３
月
31
日
ま
で
　
　
　
62
歳

Ⅱ
平
成
19
年
４
月
１
日
〜
平
成
22

年
３
月
31
日
ま
で
　
　
　
63
歳

Ⅲ
平
成
22
年
４
月
１
日
〜
平
成
25

年
３
月
31
日
ま
で
　
　
　
64
歳

Ⅳ
平
成
25
年
４
月
１
日
以
降

65
歳

詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨

（
蕁
２
４
―
８
６
０
９
）
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

家屋の新増改築・滅失等届出をお願いします

固定資産税は毎年１月１日（「賦課期日」といいます。）に、土地、家屋、償却資産（これ

らを総称して「固定資産」といいます。）を所有している人がその固定資産の価格をもとに算

定された税額をその固定資産の所在する市町村に納

める税金です。

現在、固定資産税係では平成17年中の新築・増

築・滅失（取壊し）家屋の調査を実施しています。

調査未済の方は税務課まで届出をお願いします。

お問い合わせ先：あさぎり町税務課固定資産税係

蕁４５－７２１２



月
　
額
　
２
０，

０
０
０
円

入
学
支
度
金
　
４
４，

０
０
０

円
（
希
望
者
）

◇
貸
付
期
間

中
学
を
卒
業
す

る
ま
で

◇
利
　
　
子

無
利
子

◇
返
還
方
法

貸
付
期
間
終
了

後
、
20
年
以
内
の
均
等
払
い

高
校
・
大
学
進
学
時
は
返
還
を

猶
予
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
独
立
行
政
法
人
自
動
車

事
故
対
策
機
構
熊
本
支
所
ま
で

〒
８
６
８
―
０
８
０
６

熊
本
市
花
畑
町
１
―
７

蕁
０
９
６
―
３
２
２
―
５
２
２
９

平
成
18
年
度
入
園
案
内

あ
さ
ぎ
り
町
私
立
幼
稚
園
協
会

輊
豊
か
な
体
験
と
イ
キ
イ
キ
学
習
輅

〜
私
立
幼
稚
園
・
保
護
者
・
地

域
社
会
と
手
を
携
え
て
、
あ
さ
ぎ

り
町
の
子
ど
も
た
ち
を
育
て
ま
し

ょ
う
〜

○
幼
稚
園
は
満
３
歳
か
ら
入
園
で

き
ま
す
。

（
満
３
歳
に
な
っ
た
時
点
で
す

ぐ
入
園
で
き
ま
す
。）

○
預
か
り
保
育
（
延
長
保
育
）、

学
童
保
育
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

○
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
（
所

得
に
応
じ
て
５
６，

８
０
０
円

〜
２
５
４，

０
０
０
円
）

が
保
護
者
の
方
に
交
付
さ
れ

ま
す
。

○
入
園
申
込
書
・
入
園
案
内
書
は

各
園
に
あ
り
ま
す
。
各
園
ま
で

お
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
く
だ
さ
い
。

あ
お
ぞ
ら
幼
稚
園

蕁
４
５
―
３
１
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
４
５
―
３
８
６
０

中
球
磨
幼
稚
園

蕁
４
５
―
０
５
７
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
４
５
―
０
５
７
３

犬
の
し
つ
け
教
室

開
催
の
お
知
ら
せ

◇
日
時

平
成
17
年
12
月
11
日
豸

午
後
１
時
30
〜
３
時
30
ま
で

◇
場
所

く
ま
川
鉄
道
　
湯
前
駅

前
広
場

◇
講
師

人
吉
警
察
犬
訓
練
所

開
田
　
宏
氏

◇
内
容

講
演
・
犬
を
連
れ
て
の

実
践
指
導
・
個
別
相
談

◇
参
加
費

無
　
料

◇
申
込
み
先

人
吉
球
磨
狂
犬
病

予
防
連
絡
会
事
務
局

◇
あ
さ
ぎ
り
町
役
場
環
境
保
全
課

蕁
４
５
―
７
２
１
７

自
動
車
事
故
被
害
者

援
護
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

自
動
車
事
故
対
策
機
構
で
は
、

自
動
車
事
故
が
原
因
で
重
度
後
遺

障
害
を
も
つ
た
め
介
護
が
必
要
な

方
に
次
の
よ
う
な
支
援
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。

介
護
料
の
支
給

◇
対
象
者

自
動
車
事
故
に
よ
り

頭
部
又
は
脊
髄
等
を
損
傷
し
、

重
度
の
後
遺
障
害
を
持
つ
た
め

常
時
ま
た
は
随
時
の
介
護
が
必

要
な
状
態
で
あ
る
方

◇
支
給
金
額

常
時
介
護
　
５
８，

５
７
０
円

〜
１
０
８，

０
０
０
円

◇
（
月
額
）

随
時
介
護
　
２
９，

２
９
０
円

〜
　
５
４，

０
０
０
円

◇
支
給
期
間

申
請
受
付
日
の
属

す
る
月
か
ら
支
給
事
由
が
な
く

な
っ
た
日
の
属
す
る
月
ま
で

育
成
資
金
の
貸
付

◇
対
象
者

自
動
車
事
故
に
よ
り

死
亡
又
は
重
度
の
後
遺
障
害
が

残
っ
た
方
の
お
子
様
で
０
歳
か

ら
中
学
生
ま
で

◇
貸
付
金
額

一
時
金
　
１
５
５，

０
０
０
円

（
初
回
の
み
）

償却資産申告をしましょう
個人・法人を問わず事業用の償却資産を町内に所有している方は、毎年1月1日現在の資産状況を市

町村へ申告しなければなりません。償却資産とは、土地及び家屋以外の事業の用に供することができ

る資産で、その減価償却額（費）が法人税法又は所得税法の規定による所得の計算上損金又は必要な

経費に算入されるものです。

具体的には

・構築物　広告設備、構内舗装、堆肥舎など

・機械及び装置　パワーショベル、コンベア、集材機など

・車両及び運搬具　フォークリフトなどの大型特殊自動車（車両番号「0」「00」～「09」「90」～

「99」のもの）など　※自動車税及び軽自動車税の課税客体でないもの

・工具器具及び備品　測定検査工具、陳列ケース、自動販売機、事務所用機器（パソコン等）、理

容・美容機器など

申告期限：平成18年１月31日（火曜日）まで

お問い合わせ先：あさぎり町税務課固定資産税係　蕁４５－７２１２
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あさぎり町の人口 
（11月１日現在） 

総数：18,027人／世帯数：5,754世帯 
男：8,548人／女：9,479人 

行政区紹介濔 

●古紙配合率　100％ 

『榎田』 
えのきだ 

「冬の灯り」 
撮影場所　上校区麓馬場通り 

第２回あさぎり町 
写真コンテスト 

イベントの部（フイルム） 
　優秀賞　椎葉　国忠さん（湯前町） 

笑 翔 勝 

②合併記念公園に建設されている記念碑 
　公園の広大な敷地にはにはイチョウな 
　どが植えられています。 

①千望展望台 
　千望展望台からみたあさぎり町 

　この頃急に寒くなり、寒さが苦手な自分にとって
辛い時節の到来ですが、夜空の星は一段と綺麗に見
えてきますよね。そう言えば、「最近夜空の星を見
上げることがなくなったなぁ。」とつくづく感じて
います。たまには庭に出て童心に戻って子ども達と
星と星座の「当てっこ」もやってみたいと思いつい
た今日この頃です。(哲) 
 
　2005年も終わりを迎えようとしていますが、皆様
にとってどのような一年だったでしょうか。私はと
いいますと、昨年出産した息子の成長に感動の一年
でした。 
　この一年で息子は寝返りからハイハイ、そして歩
くようになり、今では私たちの言っている事もなん
となく理解し、名前を呼ばれたら（自分の名前でな
くても）「はぁい！」と返事をし、「怒られた」と思っ
たらうそ泣きするまでに成長しました。 
　一年でめまぐるしく成長する子どもたちをみてい
ると、私はこの一年で何か成長できただろうか、と
考えさせられます。忙しく過ぎていく毎日ですが、
一日一日、一年一年をもっと大切に、来年は今年よ
りも何かしら成長した自分でありたいものです。（佳） 

幸野溝 

花牟礼霊園 

農産加工場 

宮川内公園 

ビハ公園 
キャンプ場 

秋時観音 

千望展望台★ 

★合併祈念碑 

43

宮
川
内
川 

　榎田地区はあさぎり町の南部、白髪岳の麓に位置する63世帯、人口
236人（H17.11.1現在）の行政区で、子守り、安産の地蔵として祀られ
ている地蔵菩薩堂があります。 
　榎田地区から林道を登ると白髪岳登山道入口や、千望展望台①があり、
あさぎり町を望むことができ、また、町道榎田線の途中には中球磨５ヶ町
村の合併を記念した合併記念公園②があります。 


